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[ 研究概要 ]
　光吸収をきっかけとして分子構造が可逆的に変化し、そのバルク材料の色調が変化する現象はフォトクロミ

ズムと呼ばれ、その現象を示す化合物はフォトクロミック化合物と呼ばれます。我々は、このフォトクロミック化

合物の性質を利用して、光記録材料や光スイッチング材料の創生を目指しています。特に、光による分子構造

変化という分子の動きが、ナノメートルからマイクロメートルのオーダでのバルク材料の変形や液晶化合物の

配列変化に繋がる新規機能性材料の創生に興味を持って研究を進めています。

[アドバンテージ]
　図は、空間パターン光照射前後のフォトクロミック化合物

の薄膜を示しています。フォトクロミック化合物がパターン

光に応じて、マイクロメートルスケールで移動することで微

細な凹凸構造を形成しています。この凹凸構造は、フォトリソ

グラフィーの手法で作製される凹凸構造とは異なり、消去・

再形成することが可能です。

[事例紹介]
　動的に制御可能なホログラフィックメモリ、液晶配向膜、回

折格子、導波路カップラ、ＤＦＢレーザなどの有機光学材料と

しての可能性を探索しています。
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パターン光と熱によって可逆的に構造変化する有機薄膜
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